Ver.2.3
「主体的・対話的で深い学び」授業評価チェックリスト
　　　学年　　　　教科・領域　　　　　　　　　授業者　　　　　　　　　　　
　　　評価者　　　　　　　　　　　
４：とてもあてはまる　３：少しあてはまる　２：あまりあてはまらない　１：まったくあてはまらない
Ａ　目標・課題設定
①　思考力・判断力・表現力の育成に重点をおいて授業設計をしている。
②　問題解決や創作表現のための学習課題を児童生徒に設定させている。
③　学習指導案に多様な資質・能力の評価規準を明示している。
Ｂ　活用・探究問題の設定
④　基礎的・基本的な知識・技能を活用する場面を設定している。
⑤　児童生徒が主体的・協働的に取り組む学習問題を設定している。
⑥　意外性がある問題や協力して解決できる問題を設定している。
Ｃ　教材作成
⑦　教科書や資料集にはないオリジナル教材を作成している。
⑧　新聞記事、統計資料、地図、写真、図表など多様な資料を用いている。

⑨　社会生活や日常生活の場面を想定して、課題解決を行わせている。
Ｄ　活動構成
⑩　自力解決と小集団での協働解決、一斉検証を組み合わせている。
⑪　思考や対話、発表や表現、作品制作など多様な活動を設定している。
⑫　問題解決や創作表現の学習プロセスを、児童生徒に設定させている。
Ｅ　グループワークの活性化
⑬　グループワークの目的、内容、手順、評価観点を意識させている。
⑭　グループ内の多様な意見を交流させて、思考や表現を深めさせている。
⑮　グループ内の相互評価を通して、自分の作品や思考を改善させている。
Ｆ　学習環境の構成
⑯　ＩＣＴ活用や図書館利用を通して、主体的な情報活用を促している。

⑰　認め合い励まし合う学習関係の構築に配慮している。

⑱　特別な支援を要する児童生徒への合理的配慮を行っている。
Ｇ　活用意識の明確化と「学習モデル」の活用
⑲　課題解決のためにどの知識・技能を活用すればよいか考えさせている。
⑳　思考や対話、表現を助ける「学習モデル」を掲示して可視化している。

㉑　学習プロセスの見通しを持たせたり、振り返りをさせたりしている。
Ｈ　学習評価の工夫
㉒　ルーブリックを作成して、作品やパフォーマンスを評価している。
㉓　児童生徒一人ひとりの資質・能力の達成状況について評価している。
㉔　児童生徒に評価規準を設定させて自己評価や相互評価をさせている。
Ｉ　ワークシートや「学習ツール」の工夫
㉕　思考や判断、表現を助ける「学習ツール」を活用させている。
㉖　資料や情報を比較して自分の意見を書けるように構成を工夫している。
㉗　ＩＣＴを、思考や対話、表現のツールとして活用させている。
Ｊ　学習意欲や達成感の喚起
㉘　協働的な問題解決や創作表現の喜び・達成感を感じさせる工夫がある。

㉙　ヒントカードや「学習モデル」の提示などで、難易度を調節している。

㉚　自分なりの考え方や個性的な表現を奨励して、学習意欲を高めている。
【自由記述欄】
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